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屈折率とは

C
高校の教科書では絶対屈折率を ｎ＝ としています。

V
C は真空中の光速、V は物質中の光速です。物質中の光速は真空中の光速を超えること

はないので、絶対屈折率は常に 1以上になるはずです。ところが、下図に示すように、絶
対屈折率が１未満の場合もあるようです。

何か誤解しているのでしょうか、それとも教科書の記述が不完全なのでしょうか。理論

的研究をしてみるのも面白そうですし、屈折率や誘電率、真空そのものの深い理解へとつ

ながるかもしれません。

下図のグラフのｎは絶対屈折率、Rは反射率、kは減衰係数です。
下図のグラフは、朝倉書店、光学・電子光学Ⅱ、昭和４０年１１月２５日より、

表は、朝倉書店、物理定数表、昭和４４年１０月１０日よりそれぞれ引用しました。
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